
Ⅰ はじめに

武田1）は、その論文「他者からの理解に関する認知と
現実のギャップに影響を及ぼす関係性要因の検討」にお
いて、親密な関係にある他者には実際よりも自分をより
深く理解していると過大に信じる傾向があると記載して
いる。私たちは、親密な人は自分のことを十分に理解し
ており、あえて私の意図をその親密な他人に確認する必
要はないと感じることがある。これは、日常的に「あな
たなら、わかってくれているよね」と言う表現で示され
ており、相手が自分の思っていない反応を示すと、テレ
ビドラマ2）でよく用いられるように、「何それ！」とな
じり、「私を大切に思っていないのではないか」とか

「私以外の何かに関心が向いていたに違いない」と勘ぐ
ることになる。しかし、日常のこれらの会話や思いが、
認知の過大評価による思い込みによって作られたもので
あるかもしれないのだ。このことは、親密な他者に自分
への理解を過剰に期待し、大切な人間関係に過度の負担
をかけているために、場合によっては傷つけ合い、自ら
がその親密な関係を壊すような勝手な誤解を繰り返して
いることになる。本報では、理解されているという認知
と現実とのギャップに関する論文を紹介し、心理発達的
な観点からその認識のルーツを辿り、関係悪化を防止す
る考察を深めたい。
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Ⅱ 本 論

1．認知的見解
武田の論文「他者からの理解に関する認知と現実のギ
ャップに影響を及ぼす関係性要因の検討」の発想は、著
者の「認知的なギャップが対人関係を悪化させてしまう
可能性がある」という問題意識に発している。武田はこ
の論文の中で、他者から理解されていると実際よりも過
大に認知してしまうというギャップに注目し、「親密な
他者の方が親密でない他者に比べて、自分のことを思っ
たほど理解してくれないという現象がどのくらい広範に
生じるか」を尋ねる透明性の錯覚3）（自分の内的状態が
他者に実際以上に認知されていると過大評価する傾向の
こと）の研究パラダイムを用いて、認知と現実のそうし
たギャップのメカニズムを明らかにした。その結果、2
人の関係を維持するための自分の寄与度やパーソナリテ
ィー、他者に伝えようとしている自分の意図、他者から
隠そうとする自分の嘘など、さまざまな心的側面におい
て、実際よりも他者に理解されているという過大解釈を
する傾向のあることが明らかにされた。また武田はこの
論文の中で、親密な関係が持つ、他者からの理解に関す
る認知と現実のギャップに影響を与えるものとして、3
つの要因を挙げている。1つは相手や相手との関係に対
する期待などの動機的要因、2つ目は自己と他者との表
象（知覚に基づいて意識に現れる像）の重なり要因、3
つ目は共通基盤に対する過大評価要因である。武田論文
では、3つ目の共通基盤の過大評価に焦点をあて、共通
基盤の過大評価によって他者からの自分の理解に関する
認知と現実とのギャップが大きくなることが明らかにさ
れている。すなわち、未知の他者の 2者関係において共
有されているさまざま情報の中でも、特定のやりとりに
おいて使える共通基盤とならないような共有されている
知識全体である背景情報の量を多くした場合に、他者か
らの理解に関する認知が高まり、認知と現実の間のギャ
ップが大きくなるのである。
自分に関する背景情報量が多い条件と少ない条件とを
比較して、お互いによく理解しあえているはずの関係の
方が、予測した期待に比べ思ったほど理解されていない
という現象が生じているという結果に対して、武田はこ
の論文の中で、自分は理解されていると多少過大評価し
ている方が親密な関係は促進されるかもしれないが、親
密な関係においてこのギャップが大きいと、そのギャッ
プに気付かないでいたとしても、関係を悪化させる危険
性を孕んでいるといえるであろうと考察している。
さらに武田はこの論文の中で、共通基盤量が充分に大
きい状況では、ギャップが大きくならないことを示唆し

ている。すなわち、背景情報量と共通基盤量の差が大き
ければ大きいほど、知覚された共通基盤は過大評価され
ることになり、逆に背景情報量と共通基盤量との差を小
さくすれば、過大評価の程度はそれほど大きくならない
としている。実際的には、自分の心的側面を他者から理
解される情報量と自分に関連しない背景情報を少なくす
るか、あるいは自分の心的側面を理解される共通基盤を
多くするかが、ギャップが大きくならない方法というこ
とになる。

2．ギャップが生じる日常場面
武田論文の「実際よりも理解されていると過大解釈し
ていた」という事実が明らかになると、「分かってもら
えていると思っていたのに、分かってもらえていなかっ
た」という現実に直面することになる。しかし、このこ
とは目新しいことではない。親子あるいは夫婦として生
活を共にしていることだけを「わかり合っている」こと
の根拠として、相手が自分の好みや気分についての理解
を期待していることはよくあることだ。テレビドラマ2）

を例に見るまでもなく、夫婦喧嘩の多くは、理解しよう
ともしていないのに、自分のための準備や予定を入れて
いないことに対して「わかっているのか」となじること
に端を発している。一から説明して対応してくれるのは
誰でもできることで、愛情があればそれをしなくても十
分にわかっていて、あうんの呼吸で必要なものが提供で
きるはずだと確信しているのである。その確信にどんな
根拠があるのかも不問で、あうんの呼吸を創り出すそれ
までの歴史も省略して、「愛情イコール自分の期待にそ
うもの」という次元の違うもの同士を関連づけた物差し
で解釈し、結果として大事な人を傷つけているのであ
る。
親子関係においても、思春期の子どもたちは、大人が
そんなに子どもばかりを凝視し何もかも全てが分かって
いるわけでもないのに、「全てが見透かされている」こ
とを煩わしく思い、またある時は、思っていることの一
端も見せていないのに、自分の気持ちを「わかってくれ
ない」と抗議し、反発するのである。
このようなやりとりが発生する原因には認知の問題が
あり、それこそが行き違いの原因であるとしたら、その
原因をなじった人の感情や対人関係マナーに問題がある
と見るのは公平とは言えない。生活を共にしていること
による認知上のギャップが主なる原因であるならば、な
じった人のメンタリティーに「過剰な期待」や「甘え」
があると踏み込んで意味づけるのは、誤った解釈なので
はないかということもできる。
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3．過剰期待に対する情緒的問題
境界性パーソナリテイー障害と診断された人々の中
に、ちょっとしたことでひどく傷つきやすく、自分の思
いどおりに他者が動いてくれるとその他者は自分の味方
だと理想化する反面、自分の思いどおりに動かない他者
に出会うとものすごく非難し攻撃するという、極端な対
人関係の傾向を示す人がいる4）。そのような対人関係を
とる性格をつくってしまう原因として、マーラー5）のい
うところの幼児期、特に再接近期（生後 16～25か月）
に、喜びに満ちた世界探索と安心保障を体験できなかっ
たためという説がある。平井4）の著書によると、子ども
が自立していくことに不安を感じる養育者は、子どもの
望む探索を喜べない養育態度をとってしまう。子どもに
とっては、自立に向かっている自分を温かく認めてくれ
るのではなく、冷たくされたために子どもにとっては拒
絶されたと感じ、見捨てられた感じを強く持つようにな
るのである。
また平井4）によると、いつまでも親子分離ができず、

成長しても自己主張や反抗ができずに養育者の言いなり
の「よい子」として育ち、友だちができても表面的な付
き合いに終始し、深い付き合いに入っていくことができ
ない人がいる。このような人は、表面的にはうまくやれ
ていても、問題や障害が発生した時に、それらを克服し
て乗り越えることのできない人格形成の脆弱さを持って
いる。いつまでも親からの分離ができず、悩み、葛藤
し、怒るといった不快なことを、受け止めたり耐えたり
する経験に乏しいまま育ってきたために、見捨てられ感
や分離不安をうまく受け止められないのである。平井4）

は、このような若者が思春期以降になり自立を迫られる
と、親からの分離を明確に認識しても対処することがで
きず、現実を否認して、まとわりつきによって再結合を
求める要求を行動化するようになると述べている。自分
が受け入れられているという確証を得るために、頻回な
る連絡等で親密な関係にある人の自由を奪い、疲弊させ
るほどに束縛する。さらには、自殺等を幾度となくほの
めかして、特別に強く心配してもらうことで愛情確認を
するなどの行動がみられるのである。
このように自分自身と他人を疲弊させている境界性
パーソナリテイー障害という精神疾患の場合、親密な関
係にある他人に対して過剰に自分に対する理解を期待し
てしまう反面、自分の期待とは違う言動をする他者に対
しては、吟味の予知なく、自分への裏切りと受け取って
しまうのである。人格形成の脆弱さによる過剰な承認と
愛情希求は、上記の「ギャップが生じる日常場面」で記
載した夫婦喧嘩とパターンは同じといえるが、認知のギ
ャップが「取り違い」の次元ではなく絶対的な事実とし

て見なされて爆発的な感情の放出が起こるもので、特別
に極端な状態が起こったと言えなくはない。

4．境界性パーソナリテイー障害や認知ギャップを作り
うる発達過程
境界性パーソナリテイー障害の原因がその人の成長・
発達過程にあるのであるのならば、ここで問題としてい
る認知ギャップも、成長・発達の中にその原因を見るこ
とが可能だ。関連すると考えられる事項を乳幼児母子関
係の研究から拾ってみる。
小児科医のウィニコット6）は、赤ん坊では摂食等自分

の必要なものを入手する過程において錯覚という心理過
程を経ると言っている。ウィニコットによると、母親が
乳首を提供できる状態にあるときには、赤ん坊は乳首の
幻覚を見るプロセスがゆるやかに進展することにより、
その用意ができるようになるのだという。摂食活動やそ
の対象を探すことに関連した数限りない経験を基にして
記憶は構成され、その記憶の中で、時間の経過とともに
赤ん坊は探し求めている対象はいずれ見つかるという自
信を持つようになる。このことは、赤ん坊が徐々に対象
の不在に耐えることができるようになっていることを意
味している。このようにして、対象が出現しまた消滅す
る場としての外的な現実という概念が赤ん坊に取り込ま
れることになるのだ。
このことは実際に観察できる授乳にまつわる発達過程
であるが、同様の場面を赤ん坊の体験という面から見る
と、欲望という魔力を自分自身が発揮することにより、
魔術的な力でもって必要とするものを外界に創造してい
るという体験になっている。母親が敏感に赤ん坊の欲求
に応えているときには、赤ん坊の全ての欲求を赤ん坊自
身で達成するという万能感が現実のものとなっている。
幼児になって、外的現実に対する魔術的コントロールが
不能になりつつあることを徐々に認識するようになるの
には、母親が適応的な技術によって乳児期の万能感をど
こまで事実と思わせたかということが関連する。乳幼児
がこうしたやり方で自分の世界を魔術的にコントロール
することに拘泥し、母親等大人がそれを容認しているの
であるが、もともとは母親の適応的な対応によって満た
されていた万能感をその幼児は引き延ばそうとするので
ある。魔術的な支配は母親がそれに合わせることで現実
のものとするのであるが、幼児自身はまだそのことを知
らない。次の所有物に対してこの幼児が「あんがと」と
言うことで、自分の魔術的支配には限界があり、外界の
人びとの行為に依存していることを認めることになると
ウイニコットは述べている。
親しい間柄なのだから、自分が何を考えているか分か
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っていてくれているという他者に対する期待は、乳児期
の養育体験に由来する心理と言える。子どもにおいて
は、自分がほしいと思うものを自在に現実にする力を自
分が保持していると思う一方で、微かにそれが親密な人
による黒子的な働きによって可能になっていることも気
づいている。大人になっても親密な人が、かつての母親
のように間違いなく必要なものを提供してくれたら、原
初的な充足感が得られ、自身の万能感も回復することに
なり、このような体験を再現したいのかもしれない。こ
のことが、必要なことを伝え交渉した方が、取りこぼし
というリスクが少なくなるにもかかわらず、あえて自分
から必要なものを提示せずに他者に当てさせたいという
誘惑に駆られる動機なのではないだろうか。その奇跡的
な確率に懸け、必要なことを伝えずにコミュニケーショ
ンに成功したら、ふたりの間には特別に強固な関係でつ
ながっている「確証」となるが、うまくいかなければ、
「裏切り」の証拠となってしまうのである。
このような期待は、「甘え」という日常語にも重なっ

てくる。土居健郎の『甘えの構造』7）には、「甘えの原
型は、乳児がおぼろげに自分と別の存在であると知覚す
る母親と密着することを求めることである」とか、「こ
の意味で甘えの心理は、人間存在に本来つきものの分離
の事実を否定し、分離の痛みを止揚しようとすることで
あると定義することができるのである」とある。ウィニ
コットの描写した乳児体験よりいくらか成長し、別個の
存在であると薄々気づき始めている段階になっても、母
親との一体感を得ようとして甘えているということにな
る。一体であるから、自分の欲求や思っていることは手
に取るように分かっているはずだし、だから一体感を感
じる関係は特別なのだという確証になるのだろう。

5．解消法
武田の論文に戻り、認知ギャップの解消法について確
認したい。ギャップが大きくならない状況への示唆とし
て、「共通基盤量が充分に大きい状況」にすることが挙
げられている。背景情報量と共通基盤量の差が大きけれ
ば大きいほど、知覚された共通基盤は過大評価されるの
で、逆に背景情報量と共通基盤量の差を小さくすること
が有効であると考えられている。
武田論文には、理解されたかどうかに関する認知と現
実のギャップが大きくなる例として、長期間同じプロジ
ェクトに携わっているが、プロジェクト以外の場では口
もきかないような同僚の存在が挙げてあった。こうした
関係にある二者は、親密ではないが、長期間同じプロジ
ェクトに携わっていたことにより、プロジェクトに関す
ることや人間関係などについて多くを知っていることか

ら、背景情報量は多いために、共通基盤量もそれに応じ
て多いと過大評価されるおそれがある。この例で起こり
うるギャップを小さくしようとすると、背景情報量を意
図的にコントロールすることはできないので、共通基盤
量を意図的に増加させる必要があることになる。すなわ
ち、その他者とできる限り会話を持ち、どのような時に
どのように感じてどのような行動を取りやすい人なのか
という心的側面の理解を増すような働きかけをすること
が、過大評価を防ぐことにつながるということになる。

Ⅲ 考 察

親密な関係の人とは、生活を共にするなど共通基盤が
あるために、「自分のことは理解してくれていて当然」
と思うのが普通だと思っていた。しかしそれは、乳幼児
の錯覚体験から誰でも保持しうる認知によるもので、認
知に関する実験においては、親密でない人と親密な人と
の間では自分に対する理解度に差はなく、「親密である
人は分かってくれているはずだ」という期待度ばかりが
高くなり、実際の理解度との間のギャップが大きくなる
ということが示されている。
この結果から、すべての人に境界性パーソナル障害様
の体験をする可能性があるということがいえる。人生最
初の生命維持は養育者に自身の必要を察してもらうこと
によって支えられている。その名残は広く甘えの心理と
して私たちに長く残ることになる。境界性パーソナル障
害の人びとほど切実ではないとしても、自分自身が抱え
る隙間や欠乏を察してもらい、誰かに満たしてほしいと
いう気持ちを私たちは完全に放棄することはできない。
それが結果として、成人しても「親密である人は分かっ
てくれているはずだ」という期待になっているといえ
る。夫婦の行き違い例を見るまでもなく、親しくなった
人に「言わなくても分かってほしい」と思い、運良く理
解してもらえた体験をすると、たちまち特別な関係感を
抱いてさらに期待したくなる傾向が強まり、逆に期待を
外されたら「それほどでもない関係だったのかな」とそ
の他者との関係をそれほど重視しなくなる傾向がある。
認知の実験において、実際の理解度は親密さとは相関し
ないことから、親密な他者に自分についての理解度テス
トを毎日実施すれば、正解率は日々低下し、親密な関係
であることへの疑いが強まるであろう。
このような悲劇を回避するために、武田は背景情報と
共通基盤のギャップの最小化に努めることを勧めている
が、理解を求めつづける悲劇の原因が情報量だけの問題
なのだろうか。
乳児も境界性パーソナリテイー障害の人びとも、自分
の内側にあるものへの気づきを他者に求めているという
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点で、内向きの充足感を希求している。甘えもまた同様
である。内向きである限り、境界性パーソナリテイー障
害も甘えも人格の安定度の違いにしか見えない。
しかし、良好な夫婦や親子の人間関係を思い描いてみ
ると、むしろその両者の関心の向く方向が違っているよ
うだ。典型的な夫婦関係の行き違いを見せたドラマ2）

で、出勤前にアイロンがかかっているワイシャツがない
ことに苛立ち、自分は仕事で苦労しているのに妻はなす
べきことをしていないと断じていた夫が、さまざまな理
解を経た後、「子どもの食事は自分がするから、アイロ
ンを掛けてくれないか」と声を掛け、展開が変換した局
面があった。ドラマ内では「ことは言い方次第」と処世
術の水準でしか夫は理解していなかったが、その陰で関
心の持ち方そのものが画期的に変っていた。苛立ち、妻
を責めていたときには、「自分の仕事人としての大変さ
を分かってくれていない」という内向きの発想だった
が、妻に作業の交代を提案したときには、妻の置かれた
状況（そのとき妻は双子の乳児への食事介助に追われて
いた）を理解し、自分の必要性（アイロンを掛けていな
いワイシャツで出勤するなど銀行員としてあるまじき）
も感じながら、「役割交代」という打開案を捻り出して
いたのだった。一方的に自分へ関心を引き寄せることに
執着するのではなく、妻の状況をも思い遣る関心を持
ち、同時にどちらに対しても平等に、その重要性を見
て、個々のできる能力を勘案して、合理的に判断した提
案を行ったのだ。
ここに、情報量という量的な問題ではない別の解決策
を見ることはできる。すなわち、内向きの充足に対する
執着を放棄して、外向きに関心を広げ、相手の必要とす
るものにも同等の価値を見出だして打開策を模索すると
いうスタンスだ。このように視点を動かしてみると、状
況の見え方自体変ってくるだろう。理解されない、被害
感でいっぱいの世界から、共同で問題解決していく日常
になってくる。視野を広げることにより、内的充足感欲
求が相対化したともいえるかもしれない。
関心を内向きから外向きに変えるところがターニング
ポイントなのではないだろうか。何かの拍子に、固執し
ている自分の内への欲求から外へと関心が向き、それに
よって知らなかった状況や相手に関する情報が入ってく
る。それをもとに、共通基盤を増せば、過剰な期待では
なく合理的な打開策を見いだせるかもしれないと私は思
う。

Ⅳ おわりに

相談支援現場や日常生活で、さまざまな「分かってく
れない」という思いを聞かされることがある。その展開

の結果には、必ずしも諸手を挙げて祝福できるものにな
るとは限らず、「ふたりは何かなすべきことをし残して
いるのではないか」という感覚が残ることがある。
職業も性格も異なる人びとが、画一的なやりとりで破
綻に至るのには、共通の何かがあるはずだと模索してい
たところに、認知についての見解を知ることになった。
ひとつの認知という普遍的な性質を人が保持しているの
なら、発達的ルーツがあるかもしれないという着想によ
り、論を深めてみた。
分かってもらいたいという甘えはどの人にもあるもの
だが、自身の欲求充足優先のために、せっかくの関係を
壊したり断ったりするのはもったいない。人が甘えに執
着するのは、まだ先に成長すべき段階があるのに、そこ
に留まってしまっているということである。「関心を外
向きに」転換させる相談支援の手立てについてはまだ思
案中であるが、自分の欲求を満たしてもらうことへの執
着を放棄し、相手の心情を理解できる認知能力には限界
があることを悟り、自分や相手の「期待外れ」の体験に
耐え、コミュニケーションを継続しようとするならば、
親密な関係を維持発展させる方法が見いだせる可能性が
あることを本論で示した。多くの夫婦関係でこの可能性
に懸け対話を継続したら、離婚によってその人生に過大
な負担を強いられる8）子どもたちに、面会交流以上の希
望の持てる未来を手渡すことができるかもしれない。
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